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１．透水性ＩＬブロック舗装の構造設計 

 （１） IL1（歩行者系舗装）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装 

① IL1（歩行者系舗装）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の構造設計 

    IL1（歩行者系舗装）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造を表１に示します。 

 

表１ IL1（歩行者系舗装）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② IL1（住宅の駐車場など１日数回程度乗用車が駐停車する非公共スペースの駐車場）を

対象とした透水性ＩＬブロック舗装の構造設計 

    IL1（住宅の駐車場など１日数回程度乗用車が駐停車する非公共スペースの駐車場）を対象

とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造を表２に示します。 

 

表２  IL1（住宅の駐車場など１日数回程度乗用車が駐停車する非公共スペースの駐車場）を対象

とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造 
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（２） IL２（乗用車乗入れ部）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装 

IL２（乗用車乗入れ部：駐車場や歩道などの乗用車乗入れ部、最大積載量6.5 トン未満の管理

用車両が走行する道路）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造を表３に示します。セグ

メンタルタイプの厚さは８ｃｍ以上とし、その曲げ強度は 3.0Ｎ/mm2 以上（または圧縮強度

17.0Ｎ/mm2 以上）とします。フラッグタイプを用いることはできません。敷砂の厚さは２ｃｍと

します。 

 

表３ IL２（乗用車乗入れ部）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） IL３，ＩＬ４（車道）を対象とした透水性ＩＬブロック舗装 

  ① 普通道路Ｎ４以上の透水性ＩＬブロック舗装は、既往の施工事例が少ないため、追跡調査など

で供用性をモニタリングすることが必要です。 

  ② 必要等値換算厚については、普通道路および小型道路の交通量区分に準拠した値を用いま

す（Technical Report Vol.17参照）。 

  ③ 車道における透水性ＩＬブロック舗装の構造設計は「道路路面雨水処理マニュアル（案）」：（独）

土木研究所，平成 17 年 12 月（以下、雨水処理マニュアルという）に準拠します。雨水処理マ

ニュアルを参考に設計した普通道路と小型道路の舗装構造の一例を表４と表５に示します。 

  ④ 雨水処理マニュアルの構造設計の考え方は、以下の通りです。 

   a. 透水性ＩＬブロック舗装の雨水処理タイプは、図１に示すように路床下に浸透させるタイプと

集水管や放流孔を通して排水するタイプに大別できます。どちらのタイプを選択するかは、

路床の飽和透水係数が１×１０―４m/s 程度以上であれば路床に浸透させるタイプを選択し、

路床の飽和透水係数が１×１０―６m/s 程度以下であれば、集水管や放流孔を通して排水す

るタイプを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 透水性ＩＬブロック舗装の雨水処理タイプ 
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   ｂ. 路床が砂質系で路床下に浸透させる場合、あるいは集水管や放流孔を通して排水する場

合には、車道の構造設計に準じて、必要等値換算厚を確保するように構造設計を行います

（Technical Report Vol.17参照）。 

   ｃ． 路床が粘性系で集水管や放流孔を設置せず、路床下への浸透で対応する場合には、、車道

の構造設計に準じて求めた必要等値換算厚に対して、耐久性の観点から式（１）を用いて

下層路盤で舗装厚の割増しを行った構造とします。 

 

        ｈa＝０．４×ｈta＋７ ・・・・・・・・・（１） 

         ここに、 ｈa ： 割増し厚（ｃｍ） 

               ｈta ： 舗装合計厚（ｃｍ） 

 

  ⑤ 路盤材料は原則、透水性瀝青安定処理路盤を使用するものとし、透水係数が１×１×１０―４

m/s 以上を確保するとともに、混合物に剥離防止剤を添加するなどの剥離対策も考慮しま

す。 

  ⑥ 消防自動車乗入れ部および小型貨物自動車主体の駐車場では、透水性瀝青安定処理路盤の

代わりにクラッシャランを使用できます。この場合の舗装構造厚は、消防自動車乗入れ部およ

び小型貨物自動車の必要等値換算厚を満足するように設計します。 
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表４ 普通道路を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造例 
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表５ 小型道路を対象とした透水性ＩＬブロック舗装の舗装構造例 
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